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皆さんの拍手が 子供たちを育てます！

今年の運動会は、練習の時から感心していました。昨年度の今の時期の子供たちと全く違う姿が見られ

たからです。

その一つには、行進の上達があります。昨年度１年間、音楽のリズムに合わせて腕を振り、足を上げ、

縦横の列をそろえて歩くことを全校集会に時に取り組んできました。その成長ぶりは応援団と５・６年生

の入場行進で分かっていただけたと思います。自信をもって堂々と歩く姿は、大変立派でした。

もう一つは、集合や整列が早くなったということです。これは、日々の学級での指導の賜物と思ってい

ます。並ぶことが早くなったおかげで、種目の練習を充実させることができていました。

さらに、返事やあいさつの声も力強くなりました。また、リレーや応援練習にも熱が入り、本番１週間

前は正に「運動会一色」に学校が染まりました。

運動会当日。天気の心配を全くする必要がなく、子供たちの熱中症とけがだけが心配でしたが、大きな

けがをすることもなく終了できたことに、ホッと胸をなでおろしています。

保護者の皆さんが心に残っている場面は何でしょうか？ 私は校長として一番心に残っているのは、閉

会式の行進です。熱い中で競技を続けてきた子供たちは疲れていたはずです。それなのに、閉会式の入場

では、開会式と同じように大きく腕を振り、力強く入場してきました。（なんて頑張る子供たちなんだ。最

後まで本気の姿を見せている。）と、胸が熱くなりました。さらに、その子供たちに会場からは大きな拍手！

保護者や地域の皆さんが、そして、学校が一緒になって子供たちを育てていることを、改めて感じました。

運動会終了後、５・６年生が休む間もなく片付けに走り回る姿を見て、「物事に本気で真剣に取り組み、

役割を全力で果たすことで大きく成長している」ことを実感しました。勝ち負けはついたものの、自分の

力を出し切り、やり遂げたという満足感と充実感が、子供たち一人一人の表情から伺えました。

平成２９年度の運動会は、最高の運動会でした。熱い中での応援、ありがとうございました。

２年「大玉ころがし」 １年「とっても大好き！玉入れ 全校「八幡馬」

５・６年「荒野の決闘フォーエバー」 ３・４年「棒走特急」 今年度は、紅組の優勝でした。



「いじめ」への取組み！
６月６日（火）から１６日（金）まで、教育相談週間を設定

し、アンケートをもとに個別の教育相談を行っています。年間

３回（６月、１１月、２月）予定されているうちの、今回は第

１回目です。「みんなの学校生活アンケート」という、学校生

活といじめに関するアンケートを事前にとって、教育相談に活

用しています。

いじめの定義は次のように示されています。

先生方で上記定義を確認し、いじめのあるなしに関わらず、

一人一人丁寧に面談していきます。もしも、ご家庭で気になる

ことがありましたら、いつでも担任又はその他の先生にご相談

ください。

←（学校生活全般に関わること、いじめに関わることの２項目

でアンケートを取っています。）

今年度は、このアンケートの他にも「ＳＯＳカード」を年回９回実施し、子供の心チェックを行ってい

きます。

また、お子さんを通して平成２９年度の「八戸市立桔梗野小学校いじめ防止基本方針」を各家庭に配付し

ました。方針の中にあるように、学校ではいじめの未然防止に全力で取り組むとともに、いじめの早期発

見・早期対応についても校内体制を組んで組織的に対応していきたいと考えています。【いじめを しない

させない 許さない 見すごさない】学校づくりが目標です。

参観日の全体会でもお知らせした「のびのびタイム」を運動会の振替休日明け２３日

（火）に行うことができました。大きな行事が終わり、頑張ったことへのご褒美と気持

ちの切り替え、そして同学年の仲間や異学年の人との交流にはとてもよい機会だったよ

うです。

遊ぶには様々な「力」が必要です。誘い合って仲間を作る力、ルールを作る力、困っ

た時に相談して解決する力、折り合いをつける力、ちょっとしたけがをした時に対処す

る力、手加減したり我慢したりする力など、遊ぶことを通して身に付き育つ力がたくさ

んあります。

子供たちに感想を聞いてみましたが、とっても楽しかった、たくさん走り回って遊ん

だ、お兄さんお姉さんに遊んでもらってうれしかった、疲れてしまったけどまた遊びた

い…など充実した時間を過ごすことができたようです。次回は７月１１日（火）を予定

しています。保護者の皆様も、お子さんに感想を聞いてみてください。

①行為をしたもの（Ａ）も行為の対象となったもの（Ｂ）も児童生徒であること

②ＡとＢの間に一定の人間関係が存在すること

③ＡがＢに対して心理的又は物理的な影響を与える行為をしたこと

④当該行為の対象となったＢが心身の苦痛を感じていること
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５月２４日（水）の２校時、授業中に震度６の地震が発生したとい

う想定で、第１回避難訓練を行いました。

教頭先生の「校庭に避難してください！」という放送から、全ての

子供たちがグラウンドに避難し、整列後の人員報告が完了するまでの

時間は、３分３２秒でした。

昨年度は４分４８秒でしたから、１分以上早くなっています。子供

たちの成長が時間短縮という結果で表されました。八戸市では「命最

優先」の教育を続けています。本校でも「命を大切にすること」を常

々子供たちに話してきました。その成果が見られ、本当にうれしく思います。

時間が短縮できたのは、①無駄なおしゃべりがほとんどなく、行動が早くなったこと ②グラウンドに

出てから整列が大変早くなったこと ③整列が早くなったことで人員確認も早くできたことが理由として

挙げられます。事前指導では、全ての学級で「真剣に取り組む」ことを学習していました。ほとんどの子

供たちが真剣に取り組むことができた成果です。しかし、ごく少ない人数ですが、避難中におしゃべりを

していました。「お は し も」の約束が全員で守ることができれば、さらに時間を短縮できるはずです。

西地区給食センターから供給される給食がこの４月から始まりました。ご飯がアルミパックではなく一

人一人盛り付けるなど、いろいろ新しくなっていますが、今回から数回に分けて給食用容器について説明

していきます。

新しい容器は、「縄文文化を伝えること」がテーマになっています。八戸市教育委員会では、食育的観点

と合わせて、北海道・北東北の縄文遺跡群の縄文文化を児童生徒に伝える一助になるよう導入したそうで

す。そして、新しい食器を通じて、縄文文化に関心をもち、知識を広げることで「縄文文化に息づく自分

たちのまち」として誇りや愛着心を育むことを願うものだそうです。

これが新しい「飯椀」です。国宝の合掌土偶をモデルにし

たキャラクター「いのるん」と、その仲間の「とっちー」と

「うるちゃん」が描かれています。

また、盛り付けの目安になるように、２本の縄目模様も

描かれています。

新しい給食の容器！

上にはピンクの縄目模様。ここまで盛り付

けると約１５０ｇです。

中学年の子供たちの目安です。

緑の文字があります。その文字の下の部分ま

で盛り付けると、ご飯約２００ｇです。

高学年の子供たちの目安です。

下には茶色の縄目模様。ここまで盛り付け

ると約１１０ｇです。

低学年の子供たちの目安です。



学校行事

６／１日（木）クラブ活動 ７／２日（日）６年修学旅行出発（～４日）

５日（月）手づくり弁当の日、 ４日（火）人権教室１年

学納金口座振替日 ５日（水）６年振替休業日

６日（火）教育相談週間（～１６日） 学納金口座振替日

７日（水）側弯症学校検診 ６日（木）６時間授業（４年生以上）

８日（木）委員会活動 １０日（月）４・５年宿泊学習（～１１日）

９日（金）スポーツ笑顔の教室５年 １２日（水）清掃班長会議

１２日（月）新体力テスト週間 １３日（木）委員会活動

１３日（火）防犯教室１・４年 １７日（月）海の日

１４日（水）算数テスト １８日（火）参観日（道徳）

１５日（木）クラブ活動 スクールカウンセラー来校日

１９日（月）引き渡し訓練 ２０日（木）６時間授業（４年生以上）

教育実習生受け入れ（～２３日） ２１日（金）夏休み前集会

２０日（火）スクールカウンセラー来校日 ２７日（木）個人面談（～３１日）

２２日（木）クラブ活動

２４日（土）ＰＴＡ奉仕活動

２６日（月）町内合同巡視１７：３０～

２８日（水）国語テスト

２９日（木）クラブ活動

平成２９年度 第１回
地域学校連携協議会 ボランティア集会

平成２９年度の地域学校連携協議会の委員を紹介し ５月１６日（火）１４：００から、今年度の第

ます。本校の教育活動をよりよくするために、ご意見 １回目のボランティア集会が開催されました。地

をいただきます。（敬称略） 域の方や保護者など２３名が参加しました。

・樋口隆則 ・泉田拓也 ・畑澤利香 ・向谷地美香 桔梗野小学校では、いつでもボランティアを募

・鳩 宗昭 ・田頭初美 ・泉田正雄 ・小笠原陽子 集しています。どうぞ、お力をお貸しください。

・黒澤 徹 ・名久井廣 ・沼田健一 また、すでに登録をなさった方はご支援、よろ

しくお願いいたします。

５月２６日（金）１８：００～

第１回の地域学校連携協議会が開催されました。


